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Analyzing the Problems Facing the Thai Community Forest Act: Interaction 
between the Increased Value of Forests and Three Types of Democracy
Kurashima Takayuki*
In 1992, the Thai government approved in principle the fi rst Community Forest (CF) 
bill, as submitted by the forest administration.  However, as of April 2009, the bill had 
still not been enacted into law, although it has come close to passage many times.  This 
study seeks to clarify why the Thai CF Act has not come into effect and the political/
social context surrounding it, especially before the military coup in 2006.  An earlier 
study has pointed to persistent antagonism and a lack of discussion between two 
sections of society: social activists supporting local villagers and forest conservationist 
NGOs.  This study examines both the struggles within civil society and the interests 
of stakeholders inside the Thai state, including the cabinet, parliament members, and 
royalist organizations.  The problems with the Thai CF Act ensue from the combination 
of an increase in the value of forests and the three types of democracy that have operated 
in Thailand, participatory democracy, parliamentary democracy, and Thai special 
democracy, in addition to the confl icting interests of civil society.  The increase in the 
value of forests includes  increases arising from the multiple functions of forests and 
from decentralized resource management.  The Thai state organizations sought to serve 
their own political/social interests, which included interests not directly related to the 
enactment of the Thai CF Act, by linking the increase in the value of forests to the type 
democracy that they supported.  
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モデルの限界が認識されはじめたことによる［Gilmour et al. 2005: 6, 7］．
国際機関や NGOの支援・圧力などから現在，東南アジアの多くの国々でコミュニティによ
る森林管理が導入されている［Gilmour et al. 2005: 3-9］．また，のみならず，こうした森林
管理の方法はフィリピンなど，一部の国ではすでに林政の中心に据えられ，実際に現場レベル
でも広く実践されている［Poffenberger et al. 2006: 96-99］．だが，このようなコミュニティに
よる資源管理を積極的に促そうとする動きがある一方で，逆に立法化など，法制度的な面の整
備の後れから，その普及が遅々としている国の存在も指摘されている．ここで取り上げるタイ







































































































































 3） 2002年 3月上院本会議での元森林局長官ポーン・レンイーの発言による［Samnakngan lekhathikan wutthisapha 
2002: 422］．



















あるコミュニティ開発系NGO（以下，「NGDO」: Non Governmental Development 
Organization）主催のセミナーで，1980年代の行政による国有林地政策が批判され，CF主体











尊重する CF法の公布を，政府に要求していた［Ko Po. O Pho. Cho 1989: 2-4］．
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森林局が CF設定許可地に保護林域を含めない CF法案を作成中と伝えている［Prachachat 
thurakit, July 29, 1990］．この対象領域を「狭く」限定した法案は，NGDOや一部の研究者
など，すでに CFを農山村開発の新戦略と位置づけていた側から，批判をあびる［Surisuwan 
1989: 9-13; Pinkaew 1990］．しかし，森林局は当初の自局の主原則を変えることなく，1992






















のみならず，「CF法民衆案」と命名された代替法案さえ示していた［Phikun 1994: 43-48, 74-
76］（表 1，表 2）．CF設定を広範な領域で認めることをはじめ，数あるタイ CF法案のなかで
も地元コミュニティの利益を最尊重するこの民衆案は，当の「地域コミュニティ開発研究所」
のスタッフとボウォンサックの教え子（いずれも当時）が中心となって書きあげたものだった
















ウェート・ワシーとボウォンサックが握っていたことによる［Phucatkan, April 18, 1996; 
















92 2 内閣，法案（森林局案）➊の原則承認．法制委員会，ボウォンサック教授らを委員に 35
回法案を審議．
93 7 法制委員会内での審議終了．


















8 北タイ CF組織，NGDOほか，CF民衆法案提出に 5万人署名運動を表明．
10 チュアン内閣，森林局調整 CF法案➎の原則を承認．




















出所： Sathaban chumchon thongthin phatthana et al. [1993], nr 0214/3008 1996/3/6, nr 0214/5967 












































































































































出所：ks 0707.02/2574 1992/1/28, Sathaban chumchon thongthin phatthana et al. [1993], Khanakammakan 
















































たという［Phucatkan, May 17, 1996］．このことは，保護派（とくにスープ財団）がゴーノー
ポー案への反発をあらわにした時期に公にした，保護派の政策原則とも合致する［Munlanithi 






















































ボウォンサックらが問題視したことがあった［Khao sot, June 26, 1999］（表 1）．























2001年 11月，下院は与野党議員 341名の賛成多数（定数 500名）で，内容的に 5万人
署名法案に近い法案を可決した［Samnakngan lekhathikan sapha phuthaen ratsadon 2001b］．
これに対し，上院はその 4ヵ月後の 2002年 3月，下院可決法案の最重要原則を 58名対 107























下院可決法案の上院での否決から 2年後の 2004年 5月，多数の山地民を含む北部 CF組織
関係者らを前に，チャトゥロン・チャイセン副首相（当時）が CF法の早期実現に向けて尽力














ていた点が読み取れる［Khana thamngan pracam lumnam sakha ping suan thi1 2005］．
これに対して，このような住民組織主体の資源管理の流れに相対立する政策の出現がはっき
りするのは，2004年半ばである．2004年 7月末，内閣は「王妃生誕 72周年祝賀　御意に沿っ
た新森林村プロジェクト」を閣議承認する［Thai government kao thi 07/27-1 2004/7/27: 34］．
続く 8月，やはり内閣は，「全『森林地』内ならびに隣接集落を対象とする」旨を含む同プロ
ジェクトの原則を，王室事業局の提案に従い天然資源・環境省が調整した案として承知してい



































11） ただし，少なくとも 2002年 10月時の北部 CF推進派を前にした講演の場では，プラパットは人を移住させて
（その生活を）森林と切り離した場合，逆に森林破壊を招く可能性も高いとし，参加型森林管理をいま以上に促




















































































［Phucatkan, July 28, 1997］．「国立公園や野生動物保護区は，タイ人全体の利益のためにも区











































北部 東北部 中部 南部 全国
バイク トラック バイク トラック バイク トラック バイク トラック バイク トラック
1994 70 11 31 4 59 14  74 10 51 8
1996 84 14 45 6 69 18  89 14 64 11
1999 93 19 58 8 79 25 104 19 76 16
2001 96 23 63 9 85 30 116 25 81 19
出所：Krom kanphatthana chumchon [1995, 1997, 2000, 2002].
表 4　タイでの国立公園入場者数の推移
西暦（年） 入場者（人） 西暦（年） 入場者（人）
1985 4,050,313 2002 21,395,870
1986 4,445,413 2003 13,940,568
1987 5,846,202 2004 13,500,614
1988 6,870,119 2005 13,374,674
1989 6,700,515 2006 14,201,767





に藤田研究が指摘している［藤田 2008: 460］．また，玉田は 1997年憲法下で初選出された上
院議員のなかに多数の国家公務員経験者が含まれていたことをあきらかにしていたが［玉田 





















































ば，1997年に王室事業局が Concepts and Theories of His Majesty the King on Developmentと
いう本を発行しているが，このなかで森林の保護・再生は個別分野としては最も多くの紙面











所（北部 11，東北部 5，中部 3，南部 1）だった森林関連の王室プロジェクト地は，2002年時
には 60ヵ所（北部 24，東北部 11，中部 11，南部 14）にまで増えていた．13）
このほか，王室周辺は大きな節目ごとで国有林地政策について直接・間接に意思表示を行な
い，少なくともそれらの一部に関しては，その意がそのまま尊重されてきたということもあっ

























13） Fai phatthana lae songsuem［1995］および〈http://www.dnp.go.th/planing/special project/2545/menu.htm〉（2008/8/16
ダウンロード）参照．
14） Matichon［July 18, 1997］参照．
15） 1997年 7月 18日付マティチョン紙面には何の説明もなく，ただ，国王の 16年前の発言と政策方針だけが掲載
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